










「要約」

働く女性の母性保護の現状に地域差があるかどうかを有職女性に対するアンケート結果か

ら分析した。労働状況には、若干の差があり、職場の中で、各種の制度を利用する割合や

医療サービスの利用法に違いがみられた。

これは、職場の体制のあり方や、働く女性の周囲の母性保護に対する認識が、地域間で差

異のあることを示唆していた。母性保護に関連した制度・サービスの認知度にも地域差を

認め、情報提供のあり方を、今後考えていく必要がある。また、地域間に、家庭的背景の

違いが存在し、働く女性の母性保護のために要求される対策が、地域によって特色を持つ

ことが示唆された。


